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１.　ハイチ・コレラ救援活動概要
　2010 年 1 月 12 日、M7.0 の地震が発生。
　2010年10月中旬よりコレラが流行。2011年 3月28日
までに全国で 270,997 件の感染、4,766 名の死亡が報告
される。
　日本赤十字社（日赤）の対応としては国際赤十字・赤
新月社 連盟（連盟）より基礎保健ERU派遣の要請を受
け、2010 年 11 月 15 日より、要員を派遣した。
　2010 年 11 月 20 日まで首都ポルトープランスの国立
刑務所にてコレラ治療を行う。
　2010 年 12 月 12 日からカナダ赤十字社と協同でカル
フールにコレラ治療センター（CTC）を設置。患者に
浄水剤、経口補水塩を渡すなど、家庭での予防策の指導
を実施。ボランティアによる周辺地域での予防策の周知
を行う。（その後CTCはカナダ赤十字社が運営、4月末
に運営をハイチ赤十字社に移管。）
　その後、地元保健省（MSPP Ministere de la Sante 
Publique et de la Population）とイギリス赤十字社の要
請を受け、南県のポルタピマンでのコレラ治療ユニット
（CTU）の運営、機能強化に当たるほか、周辺の病院や
診療所に資機材の配布や研修を行う。
　2010 年 12 月後半以降、患者数が減少傾向にあるた
め、このCTUは閉鎖し、その後はMSPP 主導でポルタ
ピマンの新病院においてコレラ患者の治療を行う。その
準備としてコレラ治療のための下痢観察・治療施設の設
置を行う。
　私は、撤収班として 2011 年 6 月 1 日から 6月 30 日ま
でハイチ南部のポルタピマンにてアドミニストレーター
（管理要員）として救援活動を行った。
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表 1　ハイチ共和国 基本情報
　
　　　1804年　　フランスより独立
　　　首　　都　　ポルトープランス
　　　公用語　　フランス語（一般的にはクレオール語が話されている フランス語に近い）　
　　　人　　口　　10,033,000 人（世界 91 位）
　　　面　　積　　27,750 ㎡（世界 143 位）
　　　大統領　　ミシェル・マーテリー（2011 年 5 月 14 日就任）
　　　通　　貨　　HTG（グルド） 1$=40 HTG
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２.　出発から到着まで
　2011 年 6 月 1 日から 1か月間、ハイチ・コレラ救援
活動に撤収班として参加した。私にとって初めての海外
派遣であった。私の任務は日赤ERUの CTUからの撤
収に伴う引継ぎと新病院に隣接する下痢観察施設の設置
である。活動地は首都ポルトープランスから車で 7時間
のポルタピマンという田舎町だった。東京本社で現地の
様子などのブリーフィングを受け、ニューヨークを経由
してハイチへと飛んだ。
　ハイチに到着し無事入国手続きを済ませ、空港から外
に出ると、多くの人だかりができていた。旅行者から何
かものを貰おうとしているのだ。あまりの人の多さに少
し怖くなったが、何とか連盟が手配してくれたドライバ
ーと合流し、ベースキャンプへと向かった。ポルトープ
ランスの街はまだ震災の爪痕が色濃く残っており、大統
領府と国会議事堂はいまだに倒壊したまま放置されてい
た。人々の大半が仮設キャンプでの生活を余儀なくされ
ており、発災から 1年以上経過していたが、復興は進ん
でいないようだった。
　ベースキャンプに到着し、ここでもブリーフィングを
受けた。現地は雨季に入っており、コレラ患者数は急増
しているとのことだった。これから撤収するというの
に、こんなに患者が増えていて本当に撤収できるのだろ
うかと不安になった。また、出発当初本社から受けてい
たブリーフィングでは日赤撤収後は、CTUの運営をイ
ギリス赤十字が引き継ぐと聞いていたが、実際には東京
からハイチまでの移動中にMSPP が引き継ぐことにな
っていた。私が移動している間、状況が急変したよう
だ。こういった急な変更や状況が二転三転することは海
外では日常茶飯事らしい。ブリーフィングで一番注意さ
れたことは、安全に関してのことだった。空港の様子か
らも治安に関してはよくなさそうだとは思っていたが、
とにかくこの国は犯罪発生率が高い国らしい。地震によ
り刑務所が倒壊し、多くの囚人が脱獄したとの情報も事
前に得ていた。実際、支給された現地用携帯電話に何か
事件が起こったらメールで知らせてくれることになって
いたのだが、毎日ひっきりなしに銃撃戦の勃発、デモの
発生などの情報が送られてきた。ブリーフィングを終
え、その日はベースキャンプに宿泊した。ここには世界
中の国からスタッフが集まっており、情報交換が活発に
行われていた。私の泊まったテントの隣はベリーズから
来た男性で、2か月もここで活動しているとのことだっ
た。ここでも安全には注意が必要だとアドバイスを受け
た。翌朝ポルタピマンに出発した。ポルタピマンでは先
に現地入りしていた日赤医療チームのチームメイト 2名
が迎えてくれた。東京を出発して丸 2日、長かった移動
がようやく終わり少し安心した。
３.　ポルタピマンでの活動
　翌日から、さっそく活動を開始した。CTUに案内さ
れ、現地スタッフを紹介された。スタッフはみんな友好
的で明るかった。懸念していた治安も首都ポルトープラ
ンスと違い、のんびりとした雰囲気で幾分か安全なよう
だった。事前情報のとおり、CTUのベッドはコレラ患
者でいっぱいだった。ここ数日で劇的に増えたとのこと
だった。これから始まる初めての国際救援活動にやって
図 1　ドミニカ共和国の西に位置するハイチ
写真 1　CTUの様子 着任時は雨が続いていたこともあり、
　　　　　　　　　　多くのコレラ患者でベッドが埋まっていた
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やるぞと力強く意気込んでいる一方で、未知の世界に飛
び込むことに少し不安になっていた。そんな自分に対
し、チームメイトがあまり気負わずにやろうと声をかけ
てくれ、気分が楽になった。
　アドミニストレーターとしての私の着任後最初の仕事
は給与の支払いだった。給与を支払っている途中で、ス
タッフの一人からある噂を聞いた。日赤撤退後、自分た
ちの身分の保障について不安の声が上がっているという
のだ。MSPP が引き継ぐといってもまだハイチ政府は混
乱の中にあり、しっかりCTUを運営できるか、給与を
支払う能力があるのか疑問視されても仕方ない状態だっ
た。不安があまり大きくなると、デモや暴動につながる
危険性があるため、当初 6月 15 日で日赤との雇用契約
が切れ、その後の給与はMSPP が負担するところを、
MSPP に引き継いだ後の 30 日までの給与も日赤が負担
し、次の仕事を見つけやすいように証明書を発行するこ
とを約束し、事態は沈静化した。余談であるが、給与を
支給する際、サインをもらうのだがなかなかサインしよ
うとしないスタッフが何人かいた。どうやら字が書けな
いらしい。ハイチの識字率は 52.9% であり、これはアメ
リカ大陸の国の中で最も低い。赤十字はコレラ予防のた
めの講習会も展開しているが、これでは普及に支障をき
たしてしまうだろう。この国の抱える問題を垣間見た気
がした。
４.　アドミニストレーターとして
　給与は月に 2回支払う契約となっていた。現地スタッ
フとの契約は 6月 15 日までとなっていたが、6月 30 日
までの給与は日赤が負担することとなったので、6月の
前半と後半 2回の給与を支給する必要があった。金額は
半月の給与でおよそ 16,000 ドル（約 150 万円）近く支
払う。当然そんな大金を持ち歩くわけにはいかないの
で、その都度近隣の大都市のレカイの銀行まで引き出し
に行った。レカイという街は我々が活動しているポルタ
ピマンとは違い、人口 4万人を超えるハイチでも有数の
大都市で犯罪多発地域でもある。銀行では常に銃を持っ
たガードマンが配備されており、物々しい雰囲気を醸し
出していた。私は 16,000 ドルもの大金を半月ごとに引
き出さなくてはならなかったので、銀行に行くときは常
に通訳スタッフに中の様子を確認してもらい、なるべく
目立たないように手続きを済ませ、用が済んだらすぐに
帰るよう心掛けた。
　お金の管理に関しては、アドミニストレーターである
私の仕事だったため、銀行には頻繁に通った。ホテルの
宿泊代の支払い、ローカルスタッフの寮の契約延長に伴
う費用の支払い、新病院のトイレやシャワーの建築の材
料費の支払いなどもあったためその都度銀行にお金を引
き出しに行った。銀行窓口での対応をしてくれていたレ
ネという行員は柔道が大好きとの情報を日本を発つ前に
得ていたので、ハイチに来る前に柔道のDVD付教則本
を買っておいた。初めて銀行に行ったときに渡すととて
も喜び、その後の対応はスムーズだった。仕事を円滑に
進めるためにこのような工夫をすることも必要だと思っ
た。ちなみにハイチでは柔道は非常に人気のあるスポー
ツらしい。
　契約行為以外にも要員が快適に過ごせる環境づくりも
アドミニストレーターの仕事である。例えば、食事を手
配することも重要な仕事だった。ホテルに昼食や夕食の
時間、人数、メニューを伝えるのだが、ホテルのスタッ
フに英語が通じなかった。そこでCTUのローカルスタ
ッフからクレオール語の辞書を借り、最低限必要な言葉
は覚え、徐々にコミュニケーションがとれるようになっ
た。本当に英語が全く通じなかったので、最初はストレ
スを感じることが多かった。食事は毎日のことなので飽
きないようにバラエティに富んだメニューを決めるよう
に心がけた。満足な食事が摂れないと大きなストレスに
なるからだ。休日には近くのレストランなどに行って普
段と違うものを食べることで食事に楽しみを与えること
もストレスを溜めない大事な方法だと思う。また、言葉
に関してだが、やはり現地語は少しでも話せたほうが良
い。スタッフとの距離が縮まる。通訳がいるので英語だ
けでも問題はないのだが現地語の辞書くらいは持ってい
ったほうが良いと思う。 
 
５.　下痢観察・治療施設の設置
　私の今回の派遣での最も大きな仕事は、コレラ治療用
の下痢観察・治療施設の設置に携わったことだ。それま
で使っていたCTUは閉鎖されることが決まっており、
今後はCTU近くの新しい病院でコレラの治療が続けら
れる。この新病院の中に下痢観察・治療施設を設置する
ことが、長きに渡った日赤コレラ救援事業の最後の活動
だった。
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　施設の設置に取り掛かったのだが、建築に関する知識
は私にはなかったため、専門家の助言が必要だった。そ
こでCTU設置に携わった建築士の資格を持つスタッフ
に相談した。彼はとても頼もしく、建築に必要な人数、
材料、工程まで事細かに教えてくれた。帰国まで時間も
なかったので急ピッチで進める必要があった。詳細が決
まるとさっそく材料の購入に取り掛かった。セメントや
鉄などはやはりレカイにしかないので、ローカルスタッ
フとともに買い出しに出た。地元住民だけあっていろい
ろな店を知っていた。見積では 12,000 ドルといわれて
いた材料が、6,000 ドルほどで揃えることができた。し
かし、購入できたはいいが、日赤のレンタカーではとて
も運べないほどの量だった。そこで、トラック 2台を手
配し、新病院へと材料を運んだ。目の前に積まれた大量
の建築資材を見たチームメンバーは驚くとともに非常に
喜んでくれた。これまでいろいろ助けてもらっていたの
で、少しでも役に立ててこちらも嬉しかった。　
　材料がそろったのですぐに着工に取り掛かった。日雇
いで建築工事の労働者を雇い、昼夜 2交代制で工事を開
始した。とにかく時間がなかった。スタッフも我々の気
持ちを汲んでくれたようで、一生懸命働いてくれた。こ
の国の人たちは予想していた以上に勤勉な人が多かった
ように思う。施設はポルタピマンを去る日に何とか完成
した。
　海外で建築物を寄贈する際、最も避けなければいけな
いことが、寄贈後しばらくは使われているのだが、次第
に使われなくなり、やがて放置されてしまうことだ。
我々はこの施設が長く使われるように細部にまでこだわ
った。現地では珍しい、シャワー設備を設置したり、ト
イレも水洗式のものにしたのもそのためだ。これには現
地の人々もかなり喜んでくれて、この施設が長く使われ
ることを願った。
６.　帰国まで
　下痢観察施設を建設している間もやることはたくさん
あった。合間を縫ってスタッフの寮の契約延長の手続き
をした。寮のオーナーを訪ねた際、寮の一部屋を見せて
もらった。部屋に窓はなく、暗く日当たりも悪かったた
め、中はジメジメしていて蝿がたかっていた。これでも
まだ恵まれた環境なのだという。これではこの国でコレ
ラなどの疫病が蔓延するのももっともだと思った。住環
境の改善も今後取り組むべき問題ではなかろうか。同時
に自分がいかに恵まれた環境にいるかを実感した。
　帰国が近づくにつれ、次第に忙しくなった。CTUで
働いてくれたローカルスタッフに 6月 30 日以降次の仕
写真 2　建築士との入念な打ち合わせの様子
写真 3.4　下痢観察施設建築の様子と完成写真
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事を探しやすいように就業証明書を発行し、6月後半の
給与も準備した。ポルタピマンを去る前に支給しようと
したら、ローカルスタッフのリーダーから待ってくれと
せがまれた。どうやら 30 日より前に支給してしまうと、
残りの数日は働かずに去ってしまうスタッフが出てくる
のでは、と心配してのことらしい。気持ちは充分理解で
きるが、こちらも帰国を延期することはできない。そこ
で近隣で活動していたイギリス赤十字社に給与を預かっ
てもらい、30 日に支給してもらうよう依頼した。また、
MSPP に引き継いだ後も、新病院がしっかり運営され
るか様子を見てもらうことも依頼した。活動中、イギリ
ス赤十字社には本当に世話になった。
　ポルタピマンでの活動を終え、首都ポルトープランス
のベースキャンプに戻った。キャンプでは、ハイチ赤十
字社社長と面会し、日赤の活動を報告した。下痢観察施
設の写真を見せると喜んでくれた。この面会は主にチー
ムリーダーが話をしてくれたのだが、会話はすべてフラ
ンス語だった。社長もすぐに心を開いたようで会話が弾
んでいた。こういう面で相手に歩み寄ることが大事なの
だとまざまざと見せつけられた。やはり現地語を覚える
ことが距離を近づける近道だ。
７.　まとめ
　今回、私にとって初めての派遣だったが、チームメイ
トにとても恵まれていたと思う。初めての派遣で緊張し
ていた私にチームリーダーは「気楽に行こう」と声をか
けてくれ、自由にやらせてもらえたので、その分自分で
考えて行動するという能力が身についたと思う。分から
ないこと、困ったことを相談してもいやな顔せず答えて
くれ、こちらの提案にも耳を傾けてくれたため、一方通
行にならずチーム内の風通しも良かったと思う。3人編
成という異例のチーム構成だったが、人数が少ない分、
機動力はあるチームだったと思う。
　管理スタッフとしての自分の反省点は、まだまだ先を
見て行動することができていないことである。長距離の
移動がある場合は、ベースキャンプへのトランスポート
リクエスト（移動申請書）の提出が義務付けられている
のだが、そこまで気がまわらず、リーダーに言われるま
で気づかなかった。また、仕事を円滑に進めるために協
力者を多く作るという点でも改善すべき点はあった。薬
品などの手配は、基本的にベースキャンプでしてくれる
のだが、なかなかものが届かないことがあった。事前に
物品管理の担当者と関係を築いておけば、もしかしたら
優先して手配してくれたかもしれない。現地のベースキ
ャンプに到着したとき、最初にやるべきことはそれぞれ
の実務を行っている担当者と親密になることだと痛感し
た。ブリーフィングの際、各部署の長と親密になっても
彼らは必ずしもすべてを把握できるわけではなく、やは
り一番現場を把握している実務担当者が一番のキーマン
であると感じた。準備の段階でも後手を踏んでいると感
じたので、次回はその点を修正したい。またローカルス
タッフとの接し方についてもクレオール語が分からなか
った分、通訳のスタッフばかりと話をしてしまい、一部
のスタッフとの会話が多くなり、ほかのスタッフには冷
たい印象を与えたかもしれない。今後は簡単なあいさつ
くらいは事前に覚えてこちらから積極的に話しかけ、も
う少し親密な関係を築きたい。
　良かった点としては、予想外の出来事が起こっても慌
てずに行動ができたことだ。新病院の設備の建築資材を
購入した際、セメントや鉄などトラック 2台分にもなっ
てしまったのだが、同行したローカルスタッフと相談
し、トラックをチャーターする広場を探し、無事病院ま
で運ぶことができた。自分にとっても自信になったし、
何より、チームメイトが喜んでくれたことが嬉しかっ
た。救援の現場では予想外のことは当然起こる。そんな
時に機転を利かして行動できる柔軟性は必要なことだ。
しかし、全体的には、「こうするべきだった」と思う点
が多かった。次回までに反省点を洗い出し、次に備えた
い。
写真 5　ルタピマンの空と海（カリブ海）
